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1. はじめにはじめにはじめにはじめに 

 水俣湾では、1981 年から 1990 年にかけて実施された環境修

復事業によって安全宣言が出されているものの、微量な残留水

銀が水俣湾から八代海東岸沿いに広がっていることが報告さ

れている 1)。微量残留水銀の輸送機構解明を最終目標に、著者

らは 2001 年より水俣湾および八代海における流動特性を明ら

かにするため、現地観測を実施してきた。今後、八代海の流動

特性に関する数値シミュレーションの結果を較正するデータ

収集の目的で、2007 年 12 月 23 日および 12 月 24 日の大潮期

に、水俣湾西側海域および八代海において、ADCP による曳航

観測を実施したので、その結果について報告する。 

2. 観測概要観測概要観測概要観測概要 

 水俣湾西側海域および八代海の概略図を図-1 に示す。水俣湾

西側海域においては、2007 年 12 月 23 日の満潮時、下げ潮最

強時および干潮時に 3 測線(M1,Y1,Y2)で超音波ドップラー流

速プロファイラー(Workhorse- ADCP 600kHz,RD Instruments 製)

による曳航観測を行った。さらに、八代海においては、12 月

24 日の満潮時および下げ潮時に、水俣湾西側湾口付近から獅

子島までの測線 T1、獅子島から御所浦島ノサバ崎までの測線

T2 の 2 測線で ADCP による曳航観測を行った。水俣湾西側海

域では各測線 3 回ずつ、八代海の T1 と T2 の測線ではそれぞ

れ 2 回ずつ観測を行った(図-2 参照)。 

3. 観測結果観測結果観測結果観測結果おおおおよよよよびびびびそそそそのののの考察考察考察考察 

    図-3 は、12 月 23 日の下げ潮最強時に、水俣湾西側海域

(M1,Y1,Y2)において、ADCP で計測された表層(水深 2.46m)で

の流速ベクトルの水平分布図である。3 つの測線いずれもほぼ

西または南西方向への流れが見られる。特に、測線 Y2 上の北

側では、ほぼ南西向きの流れが顕著に見られる。さらに、測線

Y1 上の北側においても、ほぼ南西向きの流速ベクトルが出現

している。これらより、恋路島北部海域に南西向きの流れの卓

越が考えられる。図-4 は水俣湾における風速および風向の時間

変化である。図中に示す角度（degree）は、真北を 0 度とし、

時計回りを正として測った角度である。12 月 23 日の水俣湾西

側海域の風は、観測時間帯に平均風速が 2m/s であり、風向も

北東であることから、南西向きの流れに影響を及ぼしているも

のと考えられる。 
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図-1 観測海域の概略図 
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図-3 流速ベクトルの水平分布(水深 2.46m) 
(07/12/23 下げ潮最強時) 
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図-2 水俣湾の潮位図および観測時間
(07/12/23～07/12/24) 
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 図-5 は、12 月 23 日の下げ最強時に、測線 Y2 における

流速ベクトルの鉛直分布図である。図-3 で確認できた恋路

島北部からの南西向きの流れが全層で認められる。 

図-6 は、12 月 24 日の下げ潮時(図-2 参照)に、測線 T1

および T2 で ADCP によって計測された表層(水深 2.46m)

の流速ベクトルの水平分布図である。測線 T1 上では、南

および南西向きの流れが卓越している。一方、測線 T2 の

上では、複雑な流れが出現しており、地形性渦の存在も認

められる。また、獅子島付近で測線 T2 から測線 T1 への強

い流れも確認できる。 

図-7 および図-8 は、測線 T1 および T2 における流速ベ

クトルの鉛直分布図である。図-7 では、航行距離 3.0km 付

近で最大流速が出現している。また、全層において南西お

よび南向きの流れが確認できる。さらに、航行距離 4.5km

～14.0km 付近を見ると、表層(水深 2.46m)の流れは、下層

よりも大きい。これは観測当日に北東および北北東の風が

激しく吹いており、その影響を受けたものと考えられる

(図-4 参照)。図-8 からは、御所浦島ノサバ崎地先で地形性

渦が水深 37m 付近まで出現している。 

4. まとめまとめまとめまとめ 

本報では、水俣湾から八代海へと視野を広げ、今後の予定

している八代海の流動特性に関する数値シミュレーション

の結果を較正するためにデータ収集として、ADCP による曳

航観測を行った。水俣湾西側海域においては、測線 Y1 およ

び Y2 より、恋路島北部付近で南西方向の流れの存在が確認

できた。また、測線 T1 においては、南および南西方向の流

れが卓越していることが分かった。これらにより、下げ潮時

は、水俣湾から八代海南西方向への流れの出現が認められた。

さらに、T2 においては、御所浦島ノサバ崎付近に地形性渦

が確認できた。 
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図-5 流速ベクトルの鉛直分布(Y2) 
(07/12/23 下げ潮最強時) 

図-7 流速ベクトルの鉛直分布(T1) 
(07/12/24 下げ潮時) 

図-8 流速ベクトルの鉛直分布(T2) 
(07/12/24 下げ潮時) 
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図-6 流速ベクトルの水平分布(水深 2.46m) 
(2007/12/24 下げ潮時) 
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図-4 水俣湾の風速および風向の時間
(07/12/23～07/12/24) 
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